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１． はじめに 
当研究室では地域における科学技術の啓発，

特に児童とその親の世代への働きかけをめざ

し，年に数回ずつモノづくり講座を実施してき

ている。その切っ掛けとなったのは 2008 年に
初めて開催した，応用物理学会の「リフレッシ

ュ理科教室＜北科大会場＞」であった。以降ほ

ぼ毎年継続開催し，またその他にも本学公開講

座，各自治体や学校からの依頼による子供向け，

さらには大人向けのモノづくり講座にも取り

組んできた(1)。今年度は最初のリフレッシュ理

科教室実施から 10 年目を迎え，これを機に内
容の見直しを行なって実施した。 
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2	．実施内容	
今年度はこれまでの継続実施してきた「リモ
コンカー作り」に区切りをつけ，2017 年 12 月
17 日，「ミニ LED ランプ作り」をテーマとし
て午前と午後の部の 2 回で開催することとし
た。小学生 4〜6 年生を対象として参加者を募
集し，結果として午前，午後合わせて 59 名の
子供たちに参加してもらうこととなった。	
	 今回の企画・実施にあたっては，本学教育研
究推進課地域連携係の職員に参加者募集広
報・受付等の業務を担ってもらった。また講座
自体の事前準備，当日の業務，工作指導には，
当学科の 2・3 年の学生に協力してもらった。	
我々の実施している講座では一貫して，参加

児童自身が自らの手で実際にモノを作る楽し

さを感じ,	また科学の原理との関連を実感で

きる内容となることをめざしている(2)。ミニ

LED ランプ作りは今や当研究室による講座の

定番テーマであ。自分で形作った半透明粘土を

フルカラーLED にかぶせ，ミニブレッドボード

上に配置，タクトスイッチと配線し，各色で光

らせるミニランプを作る工作である。	

	 まずアイスブレイク代わりに，簡単な準備作
業を行う。ついで一旦作業は中断し，光や LED，
光の三原色の科学について，クリッカーを使っ
て子供たちと双方向にやり取りしながら学ん
で行く。休憩をはさんで本格的な工作に取り掛
かる。作製にあたっては，会場である電気電子
工学科の学生実験室の「新・まねびシステム」
を用いて，作業手順を具体的に説明，また学生
スタッフらが，子供たちひとりひとりの状況を
見ながらサポートしていく。学生たちには，「手
こずっているときにはすかさずアドバイス，サ
ポートし，でも手出しはし過ぎず，『自分が作
った』という実感を持てるように」と指示して
いる。学生たちは意図を理科し，程良い距離感
で対応してくれた。	
	
3	．結果・評価・まとめ	
	 午前，午後の部ともに開始から概ね 1 時間半

〜2 時間程度で全員が見事に完成させること

ができた。参加者アンケートによると，子供た

ちも同伴の保護者も，満足度は高かったといえ

る。ただし粘土を湯で温めて形を作るところで，

作業が滞ってしまったことが，今回の最大の反

省点であったと言える。参加者アンケートによ

る今回の講座への評価については，当日詳細な

報告を行う。	
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